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明けましておめでとうございます。本年も宜しくお願い致します。
おかげさまで松永建設は58周年を迎えました。

本年もスタッフ一同、お客様の為に邁進して参ります。
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「信を以て宝と為す」
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Matsunaga Head Line News

新 年明けましておめでとうございます。皆様におかれましては佳き新
春をお健やかにお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。旧年

中は格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございました。こうして新
たな年を迎えられましたのも、ひとえに皆様方のご厚情によるものと、深
甚なる感謝を申し上げます。
　先ずは、新型コロナウイルス感染症の世界的拡大により、尊い命を失っ
た皆様、健康被害を受けられた皆様、事業等に影響を受けておられる皆様
に謹んでお悔やみ、お見舞いを申し上げます。
　新型コロナウイルス感染症は日本においても猛威をふるい、昨年４月に
は政府から緊急事態宣言が発出されるなど、我々が当たり前と思っていた
日常生活が一変し、新たな生活様式が定着しようとしています。
　未だ新型コロナウイルス感染症の収束は不透明な情勢にあり、冬の到来によ
り第３波が大いに懸念されているところですが、単にそれを嘆いているだけで
は明るい未来は生まれません。今起きている現実を受け容れ、その中で前進
する手段を模索し、ひたすら前を向いて歩んで参りたいと考えております。
　さて、お陰様で弊社は昨年11月に第58期を迎えることができました。これ
を機にグループ会社の決算期を統一し、グループ経営のさらなる推進と経営
の効率化によるお客様へのサービスの向上に積極的に取り組む所存です。
　この１年間、私どもが最も注力することは「技術力向上」であり、企業の
生命線である「品質向上」です。その実現のために、山本五十六連合艦隊司
令長官の名言である「やってみせ、言って聞かせて、させてみせ、ほめてや
らねば、人は動かじ」を実践する組織体制に改編いたしました。
　私ども建設会社は、工場や生産設備といった有形資産を所持せず、ある
のは人（社員）だけといっても過言ではありません。
　だからこそ、人こそ最大の資産であるとの信念に揺らぎはなく、ヒュー
マンスキルである人間力向上とともに、テクニカルスキルである技術力向

上に向けて、一歩一歩地道に取り組んで参ります。
　お客様との信頼のベースは品質であり、そのためには社員一人一人の技
術力向上が欠かせないことから、社員に寄り添った現場教育の再徹底を重
点施策に位置付けております。
　このような時代だからこそ原点に立ち返り、地に足つけた企業経営を大
事にしていく所存です。
　本年は１年延期となった東京オリンピック・パラリンピックの開催が予定
されております。人類がコロナウイルスに打ち勝った証となる記念すべき
大会でもあり、無事に開催され、人類の勝利が日本から世界に発信される
ことを切に願っております。
　経済環境においては、誰しもが新型コロナウイルス感染症の収束を望む
ところですが、米国の新大統領就任に伴う米中関係への影響や北朝鮮・中東
情勢といった地政学的問題の行方など、景気の回復には極めて不透明な情
勢が続くと思われます。私どもといたしましては環境変化に柔軟に対処し、
お客様のお役に立てるようベストを尽くす所存です。
　最後になりますが、皆様の益々のご隆盛とご健勝を心より祈念申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。本年もご指導ご鞭撻賜わりますよう
何卒よろしくお願い申し上げます。
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代表取締役社長


